
 

 

２０１８年度地区協議会事業について 

 

 

地区協議会とは、地区の特性と資源をいかして、地区の課題を地区自らが解決し、さらに

地区の魅力発信および向上に主体性を持って取り組む組織です。区域は、町田市町内会・自

治会連合会の地区連合会の組織単位を基盤としており、2019 年 3 月 5 日には、市内 10 番

目の地区協議会として高ヶ坂・成瀬地区協議会が発足し、市内全地区に地区協議会が設置さ

れました。 

構成団体としては、町田市町内会・自治会連合会の地区連合会、町田市青少年健全育成地

区委員会、町田市民生委員児童委員協議会の参加が必要です。その他の構成団体は、小・中

学校や大学、社会福祉法人や消防団など、各地区協議会によって異なります。 

 

 

 

 

【鶴川災害対策会議事業】     【地域交流事業】      【子どもの見守り事業】 

鶴川地区協議会         南地区協議会        町田第二地区協議会 

 

 

地区協議会は、地区の課題解決に取り組むネットワーク組織として、地区の中核を担う役

割が期待されています。市は地区協議会と連携・協力しながらよりよい地域社会づくりを推

進していくと共に、その活動の魅力や効果を積極的に発信するなどの支援を行っています。 

地域予算の交付 活動場所の確保 担当職員の配置 

課題解決や魅力発信を目的

とした事業に対し、「地域予

算」として 100万円を限度と

した補助金を、地区協議会に

対して交付しています。 

地区協議会や構成団体の活

動拠点となり、会議や事業に

使用することができる「地域

活動室」を市民センターなど

に設置しています。 

地区協議会の運営や活動を

支援するとともに、行政との

パイプ役を担う市職員とし

て「地域おうえんコーディネ

ーター」を配置しています。 
 

『魅せる化』の推進  

町田市ホームページに地区協議会の活動について掲載し、情 

報発信を図ると共に、事業への参加・協力等を呼びかけていま 

す。また、2019年 1月 26日には、市民フォーラムにて「地区 

協議会活動報告会」を開催し、各地区協議会の特色ある 1年間 

の活動を 133名の来場者の前で発表しました。当日は、報告会  【活動報告会の様子】 

の盛況の様子を Facebook でライブ配信しました。動画は、以下からご覧いただけます。 

【町田市ホームページトップページ＞コミュニティ＞市民活動・NPO＞地区協議会 

＞地区協議会ビデオ】 

２ 地区協議会への支援 

１ 地区協議会とは 

２０１９年６月１９日 

行 政 報 告 資 料 

市民部市民協働推進課 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全地区合計】補助金：6,919,282 円 スタッフ数：延べ 1,834名 

地区協議会名 相原地区協議会 

実施事業 「相原歴史研究事業」「大学との連携事業（竹カフェ）」ほか７事業 

補助金 805,255円 スタッフ数 延べ 120名 

地区協議会名 小山・小山ヶ丘地区ネットワーク協議会 

実施事業 「オープンガーデン広報事業」「安心安全な街づくり事業」ほか２事業 

補助金 1,000,000円 スタッフ数 延べ 272名 

地区協議会名 木曽地区協議会 

実施事業 「地域活性交流事業（木曽地区の歴史スタンプラリーなど）」ほか４事業 

補助金 586,921円 スタッフ数 延べ 80名 

地区協議会名 忠生地区協議会 

実施事業 「広報事業」「交流親睦事業（忠生子どもフェスティバル）」 

補助金 932,492円 スタッフ数 延べ 90名 

地区協議会名 玉川学園・南大谷地区協議会 

実施事業 「玉川学園盆踊りの復活事業」「玉南子ども食堂事業」ほか７事業 

補助金 729,628円 スタッフ数 延べ 285名 

地区協議会名 鶴川地区協議会 

実施事業 「鶴川 deハロウィンウォーキング事業」「鶴川災害対策会議事業」ほか４事業 

補助金 1,000,000円 スタッフ数 延べ 400名 

地区協議会名 原町田地区協議会 

実施事業 「地域住民との対話事業（住民ワークショップ）」「地域交流事業」ほか１事業 

補助金 504,671円 スタッフ数 延べ 124名 

地区協議会名 町田第二地区協議会 

実施事業 「防災防犯事業」「高齢者の見守り事業（特殊詐欺研修会）」ほか１事業 

補助金 399,853円 スタッフ数 延べ 170名 

地区協議会名 南地区協議会 

実施事業 「地域交流事業（南地区福祉フェア）」「地域交流事業（南カフェ）」ほか３事業 

補助金 960,462円 スタッフ数 延べ 293名 

３ ２０１８年度各地区協議会の事業（補助金対象事業のみ） 



2018 年度
地区協議会
活動報告会

2019 年1月26日 ( 土 )12：30 〜 15：00

町田市民フォーラム　３F ホール





１．地区協議会について ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．４

　  ・「協働」の定義
　  ・地区協議会とは？
　  ・「町田市地域経営ビジョン２０３０」
　  ・町田市の地区協議会への支援
　  ・地域おうえんコーディネーターとは

も く じ

２．各地区協議会の紹介 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．６

　  （１） 相原地区協議会
　  （２） ONW 協議会　小山・小山ヶ丘地区ネットワーク協議会
　  （３） 木曽地区協議会
　  （４） 忠生地区協議会
　  （５） 玉川学園・南大谷地区協議会
　  （６） 鶴川地区協議会
　  （７） 原町田地区協議会
　  （８） 町田第二地区協議会
　  （９） 南地区協議会 OPTION 4

Lorem Ipsum is simply dummy text of the printing and typesetting industry. Lorem Ipsum has been the 

2018 年度　地区協議会活動報告会

３



地区協議会について

　協働とは、地域の多様な主体がお互いを尊重し
ながら、共通の目的を達成するために協力して活
動することです。市では防災、環境、福祉など、
各分野の所管課が各分野の協働のパートナーとと
もに、分野別の課題解決に向けた取組みを進めて
きました。しかし、時代の変化と共に社会のニー
ズが多様化した今、地区で活動する団体間で地区
の課題を共有し、協力して課題解決に向けた取組
みを行うことが必要となってきました。
　そこで、市では２０１３年１２月に「町田市『協
働による地域社会づくり』推進計画」を策定しま
した。この計画に基づき、地域団体、市民、市が
多角的重層的に協働していくための仕組みづくり
として、地区協議会を設立し、連携しながら課題
解決に取り組んでいます。

　地区協議会とは、地区の特性と資源をいかし
て、地区の課題を地区自らが解決し、さらに地区
の魅力発信および向上に主体性を持って取り組む
組織です。市内全域にわたって組織され、地域社
会を支えている町田市町内会・自治会連合会の地
区連合会、町田市青少年健全育成地区委員会、町
田市民生委員児童委員協議会の参加が必要になり
ます。その他の組織メンバーは各地区協議会で異
なっており、小・中学校や高校、大学、社会福祉
法人、消防団など、様々な団体が参加・協力して
います。

協働の定義 地区協議会とは？

青少年健全育成
地区委員会

町内会・自治会連合会の地区連合会
＝地区協議会の代表

地区協議会
民生委員児童委
員協議会

４



　市では２０１３年１２月に策定した「町田市『協
働による地域社会づくり』推進計画」の後継計画
として、２０１７年３月に、「町田市地域経営ビ
ジョン２０３０」を策定しました。地区協議会を
はじめとする多様な主体が力を合わせ、地域資源
を活用して未来へと続く地域をつくりあげていく
ことを「地域経営」と定義し、未来のビジョンを
共有しながら、地域社会づくりの推進を目指して
います。

　地区協議会は、地区の課題解決に取り組むネッ
トワーク組織として、地区の中核を担う役割が期
待されています。そのためには、活動に関わる人
や地域団体が増えていくことが必要です。市では、
活動場所の提供や地域予算の交付、地域おうえん
コーディネーターによる人的支援など、地区協議
会と連携・協力しながらよりよい地域社会づくり
を推進していくと共に、地区協議会の活動の魅力
や効果を積極的に発信し、支援しています。

　各地区協議会の運営や活動を応援している市職
員です。行政と地区協議会のパイプ役を担ってい
るほか、地域活動に関する相談対応など、様々な
場面で地域と連携し、活躍しています。

地域おうえんコーディネーターとは

町田市の地区協議会への支援　町田市地域経営ビジョン 2030
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広報 ・広聴事業

住民の生きがいづくり事業

（ガラスフュージング千の花事業、 相原

地区ファミリースポーツ普及事業、 お

しゃべりクッキング事業、 小さい人形劇

事業）

地域活性化事業

（真米の環境整備事業、 相原にぎわい

創生事業、 相原歴史研究事業）

大学との連携事業

（相原想いの竹カフェ事業）

相原地区協議会は、 相原地区内で活動している団体を応援することで、 地区全体の活性化を図っ

ています。 その一つ 「相原歴史研究事業」 では、 相原地区の歴史資料を様々な形で収集し、 歴史

という視点で、 地区の魅力を後世に伝える活動をしています。

　相原地区には様々な歴史資産や、
それにまつわるエピソードが残って
いますが、世代交代や新しい住民が
増えたことにより、それらを知る人
が少なくなってしまっているという
現状がありました。
　そこで、「相原歴史研究会」では
改めて相原地区の歴史を調査し、住
民に伝えていくことで、地区への愛
着を持ってもらう取り組みを始めま
した。

　古文書の解析や住民の聞き取り調
査を行いながら、地区協議会から支
援を受け、昔の相原の姿をまとめた
「歴史文化調査報告書」を作成。小学
校、老人ホーム、金融機関、図書館、
農協などに配布し、地区の人たちに
見てもらえるようにしました。　　　　
　昔の相原のことを知ることができ
ると、高齢者の方をはじめ、幅広い
世代から好評をいただいています。

　地区協議会の構成団体とも連携す
ることで、様々なところから情報が
集まってきています。今後も活動の
幅を広げ、子ども達にも相原の歴史
を伝えていくような活動を行ってい
きたいと考えています。

2018 年度 主な取り組み

相原地区協議会
構成団体：12 団体

区域：相原町

活動を始めたきっかけ 「歴史文化調査報告書」の作成 これからの展望

６

歴史を識って、
地区を知る
〜相原歴史研究事業



広報事業

ふれあいを深める事業

（ふれあいウォーキング）

オープンガーデン広報事業

安全 ・安心な街づくり事業

小山 ・ 小山ヶ丘地区では、 １００名以上の見守り隊が、 下校時に子どもの見守りを行っています。

小学校と連携して時間割を共有することで、 無駄のない活動を行うことができています。

　見守り活動は、地区内の町内会・
自治会、ボランティア有志の方がそ
れぞれでルールを決めて実施してい
ます。そのため、小山・小山ヶ丘地
区ネットワーク協議会では、地区全
体でルールの統一などは行わず、オ
レンジ色の防犯ベストや横断旗を配
布し、活動をバックアップしていま
す。同じベストを着用することで一
体感が生まれ、子ども達にとっても
「このベストを着ている人は安全」
という目印になります。小学校など
を通して参加の呼びかけをし、「参
加したい」という声も出てきました。

　地区内には２００枚以上の防犯標
語の看板が設置されていますが、大
人の目線で作られたものでした。そ
こで、子ども達の目線の標語をつく
るため、地区内にある小学校３校で
は「交通安全」を、中学校１校では
「防犯」をテーマに、新しい標語を
募集しました。構成団体である青少
年健全育成小山地区委員会や小中学
校の働きかけによりスムーズに実施
ができ、たくさんの標語が集まりま
した。集まった標語のうち２０枚を
選び、アクリル板にして地区内に新

しく設置します。今後もこの標語は、
増やしていく予定です。

2018 年度 主な取り組み

ONW 協議会
構成団体：１７団体

区域：小山ヶ丘、小山町

小山・小山ヶ丘地区
ネットワーク協議会

子どもの見守り 標語募集
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広報広聴事業

地域活性交流事業

( 木曽の歴史スタンプラリー、 Ｖ

Ｒ ・ ＡＲによる防災訓練、 防災に

関する視察研修、 避難施設開設

訓練の支援 )

木曽地区協議会は 「地域交流を広げ、 老若男女、 全ての世代間の垣根をなくすこと」 を目指しなが

ら様々な事業を行っています。

　防災訓練では、木曽境川小学校
でバーチャル・リアリティ等の機
械を用いた疑似体験講習と講演会
を開催。小学生や地域の住民など
幅広い人々が参加し、交流を促進
し、共に防災意識を高める結果と
なりました。

　視察研修では、役員をはじめ構
成団体所属員が防災の知識を深め、
今後の事業に活かすため、気象庁
や総務省を見学しました。４０名
が参加し、様々な視点から関係先

　スタンプラリーは、地区の住民全
体での交流促進を狙いとした企画。
青少年健全育成地区委員会の取り組
みをベースにしたもので、今回が２
回目の開催です。
　木曽地区の神社仏閣などを巡り、
その歴史などを学べるマップを作
成。外国人家族の参加があったり、
偶然居合わせた子どもと高齢者が一
緒に回ることになったりと、様々な
形で出会いが生まれました。

　話し合いの場では、役員全員が
とてもポジティブ。アイデアを出
すと前向きに検討できる空気がで
きているので、とてもいい形で事
業づくりができています。今後も、
新しい要素も加えながら、より交
流を深めていきたいと考えていま
す。

と意見交換を行うことで、地域防災
についての考えが深まる機会になり
ました。

2018 年度 主な取り組み

構成団体：１６団体

区域：木曽西、木曽東、
木曽町

木曽地区協議会

防 災 訓 練

視 察 研 修

スタンプラリー

今後の展望
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区域：小山田桜台、上小山
田町、下小山田町、図師町
忠生、常盤町、根岸、根岸町、
矢部町、山崎、山崎町

構成団体：２７団体

広報事業

交流親睦事業

（忠生子どもフェスティバル）

忠生地区協議会は、 全構成団体が集まる連絡会を年３回開催して、 構成団体同士で情報を共有し、

それぞれの活動に連携 ・協力し合える関係づくりを進めています。

　秋には、交流親睦事業として、
地域の子ども達が日頃の習い事な
どの成果を発表する「忠生子ども
フェスティバル」を実施しました。
役員以外にも、若い子育て世代な
ども巻き込んだ実行委員会を組織
し、企画には子育て世代の人達か
らの意見も多く反映しました。

　フェスティバルでは、地区の団
体のＰＲコーナーや物販コーナー
も設置。団体同士で協力し合い、

　その他、桜美林の学園祭や、子
どもマラソンなど地区で開催され
ているイベントを応援しながら、
地区協議会のＰＲ活動を行ってい
ます。桜美林の学園祭では、高齢
者支援センターが中心となって、
認知症カフェも開催。周知が進み、
「またきました」と言ってくださ
る方も増えました。今後も、手伝
い合える関係づくりを進めながら、
忠生地区のネットワークを広げて
いきます。

様々な人達が交流する機会を増やし
た結果、６００名以上の来場者が訪
れる大変盛況なイベントになりまし
た。子ども達にとっても、自分たち
が住んでいる場所で大勢の人を前に
発表することは、大きな励みになっ
ています。今後も工夫しながら、続
けていきたいと考えています。

2018 年度 主な取り組み

忠生地区協議会

「忠生子どもフェスティバル」

にぎわいを生み出す工夫

その他の取り組み
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子どもが遊べる広場事業

地域玉ちゃんサービス事業

空き家･空き部屋･お庭活用事業

まちの魅力 ･時層マップ事業

広報事業

玉南まちカフェ事業

はなびら市 ・地域交流事業

玉川学園盆踊りの復活事業

玉南子ども食堂事業

（おむすび食堂）

子どもの成長を
見守る
多世代交流拠点
～おむすび食堂

玉川学園 ・ 南大谷地区協議会は、 事業を広く募集し、 その活動を支援しています。 ２０１８年度は９

事業の応援をしており、 今年度新規事業のひとつが、 地区で運営している子ども食堂 「おむすび食

堂」 です。

　「おむすび食堂」は、地域全体で
子どもを育てたいという思いがある
お母さん達が絆を結び合って始めた
子ども食堂です。地区協議会はチラ
シやホームページなどを通じて情報
を発信し、活動のバックアップを
行っています。

　沢山の子ども達に参加してもらえ
るよう、運営には様々な工夫をして
います。地区の小学校に、チラシを
配布。また、企業と協力すること

　取り組みを通して、街には善意が
溢れていると実感しています。現在
は月に 1〜２回の開催ですが、今
後さらに回数を増やしていきたいと
考えています。子育てを始めとした
助け合いの仕組みをつくるため、他
の団体や企業とも連携を深めなが
ら、取り組みを続けていきます。

で、提供できるメニューも充実しま
した。また、今年度復活した「玉川
音頭」の紹介など、食事以外にも
様々なレクリエーションを取り入れ
ることで、子どもから大人まで楽し
める空間づくりをしています。開催
場所を高齢者支援センターにした時
には、高齢者と子ども達が交流する
場ができました。玉川大学の先生や
学生の参加もあるなど、少しずつ輪
が広がっています。

2018 年度 主な取り組み

区域：玉川学園、東玉川学園、
南大谷

玉川学園
南大谷
地区協議会

構成団体：２７団体

「おむすび食堂」とは？

運営の工夫

これからの活動

１０



区域：大蔵町、小野路町、
金井、金井町、真光寺、
真光寺町、鶴川、能ヶ谷、
野津田町、広袴、広袴町、
三輪町、三輪緑山、薬師台

構成団体：５０団体

広報広聴事業

鶴川地域活動フェスタ事業

鶴川くらしの総合相談事業

鶴川deハロウィンウォーキング事業

鶴川災害対策会議事業

鶴川見守りあいさつ運動事業

地域活性化事業

（フードバンク ・ 学習支援 ・ 子ども食堂

の運営、 子どもからシルバー世代まで

みんなで歌う参加型音楽祭の開催、 囲

碁将棋を通じて支え合うネットワークづ

くり、鶴川団地買い物支援、柿の木文庫、

三輪炭焼き竹林プロジェクト）

振り込め詐欺などの特殊詐欺は、 町田市でも多くの被害を出しています。 また、 高齢者が被害に遭

うだけではなく、 中学生が受け子という形で事件に巻き込まれているという現実があります。

　そこで、鶴川地区協議会では、団
体間のつながりを活かして、構成団
体や企業、町田警察と「鶴川地区特
殊詐欺被害防止委員会」を設立した
ほか、１０月１８日に鶴川地区協議
会と町田警察で「特殊詐欺被害防止
に関する共同宣言式」を実施するな
ど、「特殊詐欺対策」に力を入れて
きました。

　町内会・自治会連合会は、回覧等
を通して、広く住民に特殊詐欺に関
する注意喚起を実施。民生委員・児
童委員協議会は高齢者の自宅を訪問
し、特殊詐欺の防止策などを伝えて
います。青少年健全育成地区委員会
は中学校と連携して、町田警察署に
よる特殊詐欺被害の現状に関する防
犯講話を行い、企業は啓発活動やチ
ラシ配布、訪問販売の際の見回りな
どで協力しています。

　地区全体で大きな課題を共有し、
それぞれの団体が得意な分野で連
携・協力し合うことで、効果的な取
り組みにつながっていると感じてい
ます。これは、多様な団体が関わる
地区協議会でなければ、実施できな
いことでした。今後も、コンビニや
無人ＡＴＭなどの見回りや、若者を
対象にした講座の拡充など、様々な
形で防犯対策に取り組んでいきま
す。

2018 年度 主な取り組み

鶴川地区協議会

町田警察と連携 構成団体の取り組み 今後の活動

１１
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構成団体：１１団体

地域住民との対話事業

（住民ワークショップ）

地域交流事業 （ふれあいまつり）

広報広聴事業

子どもの見守り事業

お年寄りの見守り事業

「原町田ふれあいまつり」 は、 地区内の団体が集まり、 カレーづくりやブースの出展などを通して、

団体間や住民同士の交流を深めるイベントです。

　「原町田ふれあいまつり」は、
2014 年まで子どもを対象として青
少年健全育成地区委員会が実施して
いました。現在は、地区協議会の事
業と位置づけ、対象を全ての世代に
拡大し、各団体が連携して取り組ん
でいます。

　今年度の実施にあたり、「子ども
からおじいちゃん、おばあちゃんま
で、様々な年代の人に来場してもら
う」ことを目標としていましたが、
来場者の多くは、子どもとその親世
代でした。今後、さらに上の世代も
参加できるよう、内容等に工夫を加
え、多世代が交流できる事業にして
いきたいと考えています。

　今年度は、会場である町田第二小
学校の校庭が使用できず、体育館の
みでの開催となりました。限られた
スペースではありましたが、地区の
様々な活動団体へ参加を呼びかけ、
多種多様なブースが出展されまし
た。また、参加者が１日中楽しめる
ように、ブースの配置や舞台発表の
内容などを工夫しました。運営面で
も、準備、進行、会場警備に構成団
体が協力し、円滑に進めることがで
きました。

2018 年度 主な取り組み

原 町 田 地 区
協 議 会

区域：原町田

「原町田ふれあいまつり」とは 開催するための工夫 今 後 の 展 望
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連携促進事業

防災防犯事業

子どもの見守り事業

高齢者の見守り事業

町田第二地区協議会では、 「子どもの見守り事業」 を取り組むべき３つの柱の一つに掲げています。

　登校時の見守り活動には町内会・
自治会の約４割が取り組んでいます
が、下校時の見守り活動を行ってい
るのは約２割となっています。登校
時に比べ、下校時の見守り体制は十
分とは言えない状況です。
　児童の下校時間は、学年やクラス
により大きなひらきがあり、見守り
活動が難しい状況です。一方、子ど
もに関係する事件・事故の多くは下
校時間帯に発生しており、午後の見
守り体制を強化する必要がありま
す。

　地区が一体となった下校時の見守
り体制を構築していくため、初めて
夕方時間帯でいっせい見守りを実施
しました。交差点まで遠い人にも「な
がら見守り」をお願いしました。ま
た、見守り活動に着用するベスト、
腕章、帽子などの他、新たに見守り
カード（名札）を作成・配布し、気
軽に参加できるよう工夫しました。
更に、下校時の見守りは、交通安全
の確保だけでなく「防犯」効果も大
きいことから、防犯パトロールも合
わせて行いました。

　午後の時間帯での参加者をどう確
保していくのか、見守る方法（形態）
をどうしたら多くの人に参加しても
らえるかなど、まだまだ課題は残っ
ています。今後も、下校時の見守り
活動の必要性・重要性を地域住民へ
伝え、下校時の見守り体制を構築し
ていきます。

2018 年度 主な取り組み

構成団体：２１団体

区域：旭町、中町、本町田、森野

町 田 第 二 地 区
協 議 会

見守り活動の現状 下校時のいっせい見守り 今 後 の 取 り 組 み

１3
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地域の見守り事業 （福祉フェア）

地域交流事業 （南カフェ）

子どもの見守り事業

（子どもの一斉見守り）

広報広聴事業

南地区協議会は、 地区全体で様々な角度から検討を重ね、 「福祉フェア」 や 「南カフェ」、 「子どもの

一斉見守り」 などの事業を実施してきました。

　「福祉フェア」は福祉をテーマに
したイベントで、高齢者、子ども、
障がい者など、福祉のそれぞれの
分野で活動する団体が集まり、活
動の紹介を行いました。来場者が
福祉機器などを体験し、講演に参
加しました。このように福祉とい
う大きな括りで開催されるイベン
トは珍しく、多くの人から注目さ
れました。

　「南カフェ」では、地区で活動す
る団体が南市民センターに集まり、

　子どもの登校時に地区内の全小
学校の通学路で実施した一斉見守
りでは、２００名以上の方の参加
がありました。多くの大人が子ど
も達を見守ることで、交通安全だ
けではなく、地区全体の防犯活動
にもつながりました。

　いずれの事業も、構成団体以外に
も多くの関係団体を巻き込み、対話
の中で様々なアイデアを取り入れ工
夫したことで、よりよいものになっ
たのだと考えています。
　開催案内のチラシを見たことで、
「自分も活動に参加したい」と申し
出てくれる人もいました。今後も事
業を通して、南地区全体のつながり
を増やしていきます。

活動の発表や来場者との交流を行い
ました。団体間でも新たな出会いや
つながりが生まれ、南地区がより活
気づくようなイベントになりまし
た。

2018 年度 主な取り組み

南地区協議会
区域：小川、金森、金森東
つくし野、鶴間、成瀬が丘、
南つくし野、南町田

構成団体：２５団体

見て､ 聞いて､ 試して・福祉フェア

小学生通学路の「一斉見守り」

今 後 の 展 望

いいことあったよ「南カフェ」

１４

主 催　◉ 南地区協議会

いいことありそう、南カフェ！

※ 駐車場がありません。公共交通機関をご利用下さい。

南市民センター会　場

7 月8 日 (日)午前10 時30 分 ~ 午後３時

バスでお越しの方：「金森四丁目」または「南農協前」の停留所下車徒歩約 4分

2018 南 カ フ ェOPE
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秋の全国交通安全運動週間

● 主催　南地区協議会

2018年９月 27日（木）
午前7時 30分 ～ 8時 30分日　時

つくし野小学校南第四小学校
南つくし野小学校

南第三小学校 鶴間小学校
南第一小学校 小川小学校

通学路

● 共催　警視庁町田警察署

地域の子ども達の登校時に一斉旗ふりを行います。

小学生通学路の

見守りにご協力を !
いっせ

い

 

秋の全国交通安全運動週間

● 主催　南地区協議会

2018年９月 27日（木）
午前7時 30分 ～ 8時 30分日　時

つくし野小学校南第四小学校
南つくし野小学校

南第三小学校 鶴間小学校
南第一小学校 小川小学校

通学路

● 共催　警視庁町田警察署

地域の子ども達の登校時に一斉旗ふりを行います。

小学生通学路の

見守りにご協力を !
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⃝相原地区協議会

⃝ONW協議会　

⃝木曽地区協議会

⃝忠生地区協議会

⃝玉川学園・南大谷地区協議会

⃝鶴川地区協議会

⃝原町田地区協議会

⃝町田第二地区協議会

⃝南地区協議会

（小山・小山ヶ丘地区ネットワーク協議会）

地区協議会の区域
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　さまざまな団体や人々と関
わることで視野が広がり、仕
事面でもプラスになっている
と思います。まずは自分の身
近なところから、無理のない
範囲で関わってみませんか。
一歩踏み出すことで新たな人
とのつながりが生まれます！

● 同協議会に携わることに
なったきっかけ

田中さん（T）: 私は仕事柄パソコ
ンが得意だったため、
協議会の事務局と
してお手伝いをし
てほしいと頼ま
れたのがきっか
けでした。　
光 岡 さ ん
（M）: 私 は
青少年健全
育成小山地

区委員会の事務局を務めていた経
験をかわれ、知人から声がかかり
ました。

● 小山・小山ヶ丘地区の  
地域づくり

T : 小山・小山ヶ丘地区は、昔から
住んでいる人たちと、新しく住み
始めた人たちが混在している地
区。考え方などに違いが出ること
もありますが、その度に対話を重
ね、意見やアイデアを出し合い、一
緒になって地域づくりを行ってい
ます。

M : 協議会に関わり、以前からこ
の地区に住んでいる方たちとの交
流を通して、地区全体を深く知る
ことができて愛着が湧くようにな
りました。

● 地区協議会の取り組み
T : 協議会では、「オープンガーデ
ン」や「ふれあいウォーキング」な
どの事業を行っています。「オープ
ンガーデン」では、地区内で自慢の
花壇を一定の期間、一般公開して
いただき、花や緑を通じて交流を
深めています。

M :「ふれあいウォーキング」で
は、近隣の学校にも協力していた
だき、子どもから大人まで住民み
んなでふれあいを深められるよ
う工夫しています。田中さんと私
も企画から関わって
いるのですが、たく
さんの子どもたち
の笑顔を見ると、と
ても嬉しくなりま
す。世代を超え
た交流も生
まれている
んですよ。

地区協議会 をご存じですか
Machida City 's Datahida City s Data
あなたは地域活動に参加していますか？

一歩踏み出したら、
たくさんの出会いが待っていました

　地区の課題を解決し、地区の魅力をアップするために、さまざまな団体が集まって知恵を
出し合い、協力しながら取り組む組織が、地区協議会です。市内9地区に地区協議会があり、
それぞれの地区で特色ある取り組みを行っています。

震災に備えて
避難訓練をやろう

一人暮らしの
お年寄りが心配

子どもの登下校中の
見守り活動を強化したい

引っ越してきた人たち
に地域の活動に参加して
ほしい

学校

青少年健全育成
地区委員会

町内会・自治会
連合会の地区連合会 民生委員・児童

委員協議会

市民活動団体

　田中さんと光岡さんは、小山・小山ヶ丘地区ネットワーク協議会の事務局で庶務や会
計、事業のサポートに携わっています。同協議会に関わるようになり、多くの人たちとの
新たなつながりが生まれ、人の輪がどんどん広がっているそうです。2人に、地域での取
り組みについて伺いました。

町内会・自治会
への加入率も年
々減っているそ
うよ

町田市で地域活動
に参加する人っ
て、50歳代以上が
ほとんどらしいわ

歩歩歩踏踏みみ出したら歩歩踏踏み出 たみ出したらら
I n t e r v i e w

出典 : 町田市の地域活動に
関する住民意識の状況（市
民意識調査2017より）

参加している

38.9％
参加している

38.9％
参加していない

59.9％
参加していない

59.9％

無回答 1.2％無回答 1.2％

を

参参参参参加

55

地地 か

市内9地区にある地区協議会の取り組みをちょっぴりご紹介します！市市
地区協議会名 事業名 概　要

1 南地区協議会 地域交流事業
地区で活動する団体の活動
発表や交流の場「南カフェ」
を開催

2 原町田地区協議会 地域住民との
対話事業

原町田に住む住民が出会
い、対話しながら交流を深
める場を提供

3 町田第二地区協議会 防災防犯事業 災害に備え、避難施設の開設運営訓練を実施

4 玉川学園・南大谷地区協議会
子どもが遊べ
る広場事業

子ども広場等で三角ベースを
始めとしたボール遊びを実施

5 木曽地区協議会 地域活性交流
事業

地区内の歴史と魅力を知る
「木曽の歴史スタンプラリ
ー」を開催

6 忠生地区協議会 交流親睦事業
地区の子どもたちの活動を
発表する「忠生子どもフェ
スティバル」を開催

7 鶴川地区協議会 くらしの総合
相談事業

毎月第3水曜日に、交流事業
「3水スマイルラウンジ」を
開催

8 小山・小山ヶ丘地区ネットワーク協議会
ふれあいを深
める事業

子どもから大人まで、ふれ
あいを深められる「ふれあ
いウォーキング」を開催

9 相原地区協議会 相原思いの竹
カフェ事業

つながりを深めるため、学生
と地区の人たちでワークショ
ップを開催

99
88 66 77

55 33 44

11
22

わり 以前からこ M :「ふれあいウォ

●地区協議会に関するお問い合わせは
市民協働推進課（☎724・4362）へ

地域の「いま」 いいことさがしをはじめよう地区協議会

2 2018．8．15 広報まちだは1日・15日の月2回発行です

★町田市ホームページでは、地区協議会の活動を紹介しています！★まちテレvol.172「The Road “町田人”鶴川地区協議会（9月1日～30日放送）」もご覧下さい！
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